
城南中学校区小中学校長寿命化・集約化検討事業 
 

■ 検討の背景 

     折原小学校、鉢形小学校両校の校舎は昭和 40年代に建築され既に 50年が経過し、施設の老朽化が随所にみられます。また、児童数が減少し将来推計においても増加が見込めず、特に折原小学校では複式学級が常態化する可

能性があることなどから、城南中学校区の小中学校のあり方の検討は喫緊の課題となっております。 

 

■ 児童生徒数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施設の現況 

折原小学校                                                      鉢形小学校                                                      城南中学校 

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 建築年月 構造 面積

教室棟① 昭和47年 3月 鉄筋コンクリート造 1,603㎡

便所 昭和49年 3月 鉄骨その他造 18㎡

屋内運動場 昭和49年 3月 鉄骨その他造 648㎡

教室棟② 昭和56年 3月 鉄筋コンクリート造 731㎡

倉庫① 昭和62年 3月 鉄骨その他造 27㎡

倉庫② 平成 4年 3月 鉄骨その他造 20㎡

名称 建築年月 構造 面積

教室棟① 昭和46年 3月 鉄筋コンクリート造 988㎡

屋内運動場 昭和48年 3月 鉄骨その他造 657㎡

便所 昭和53年 2月 鉄筋コンクリート造 25㎡

教室棟② 昭和57年 3月 鉄筋コンクリート造 2,034㎡

資料室 平成 5年 3月 鉄骨その他造 65㎡

プール付属室 平成15年 3月 鉄筋コンクリート造 103㎡

教室棟③ 昭和53年 2月 鉄筋コンクリート造 333㎡

教室棟④ 昭和60年12月 鉄筋コンクリート造 481㎡

名称 建築年月 構造 面積

教室棟 平成 6年 1月 鉄筋コンクリート造 4,708㎡

屋内運動場 平成 6年 3月 鉄骨その他造 1,184㎡

クラブハウス 平成 6年 3月 鉄骨その他造 243㎡

倉庫 平成 6年 3月 鉄骨その他造 50㎡

武道場 平成 7年 1月 鉄骨その他造 508㎡
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２つの小学校を集約し、新校舎を建設する 

既存小学校施設を改修して利用を続ける 

既存小学校１校を改修し、集約する 

課題に対する対応策の検討（令和４年度実施の「集約化・長寿命化調査業務」より） 
『児童生徒数の減少』と『施設の老朽化』といった課題への対応策として、次の３案を

ワークショップメンバーと共有しました。 

 

 

 

現在の、折原小学校、鉢形小学校、城南中学校の３校体制は変えず、老朽化した小学校

２校について大規模な改修工事を実施する案です。 

大規模改修工事により、施設の安全性や機能性の向上がはかられます。 

一方で、児童数減少に伴う学校運営上の課題は残ることとなり、特に、折原小学校で

は、複式学級が常態化する可能性があります。 

また、本案は、同時期に２校を改修する必要があり、工事費は割高となります。 

現在の、折原小学校、鉢形小学校を集約し、城南中学校の敷地内に新校舎を建設する案

です。 

小学校２校の集約化により、折原小学校の複式学級は解消されます。また、中学校と同

一敷地に建設されるため、中学校校舎との一体利用が可能となります。 

小学校の高学年教室を中学校校舎内に配置するなどの工夫により、中学校施設に事前に

慣れ親しむことが可能となり、中学校進学への不安を軽減させ「中１ギャップ」の解消が

はかられます。 

一方で、集約化により、通学距離や時間の変化が生じ、登校時間や下校時間に対応した

配慮が必要となります。また、子どもの体力や保護者への負担が生じる場合があるだけで

なく、交通事故や防犯上などの安全面で配慮が必要です。また、体育館やプール設備など、

小中学校で規格が異なるものを併用する場合、各種器具の高さや大きさなど検討を行い、

必要に応じて改修工事が必要となります。 

折原小学校か鉢形小学校どちらか 1校を大規模改修し、集約化する案です。 

     

小学校２校の集約化により、折原小学校の複式学級は解消され、大規模改修工事により、

施設の安全性や機能性の向上がはかられます。 

一方で、集約化により廃校となる校区の児童に対して、案 2同様、通学条件について配

慮が必要となります。 

案１ 

案２ 

案３ 

屋上防水保護モルタル劣化 壁面ひび割れ 

天井雨漏り跡 廊下：タイル剥がれ 

屋上防水トップコート剥離、穴あき ひび割れ、破損 

天井雨漏り跡 給水管錆、腐食 

各校の現状 
● 折原小学校 

 

 

 

● 鉢形小学校 
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